
，

○
…
・
…
…
・
．
と
じ
て
ご
保
存
く
だ
さ
い
…
…
…
…
○

宿の人ロ
　（2月1日現在）

男20．238人（＋54）

女20．829人（÷23）

計41．067人（＋77）

世帯総数
8．381世帯（＋3）
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三
十
五
年
度
の
予
算
編
成
期
を
控
え
て
、
来
年
度
の
市
の
各
種
事
業
に
対
す
る
補

助
金
な
ど
の
陳
情
と
、
工
場
誘
致
運
動
を
兼
ね
、
一
月
中
旬
か
ら
上
京
し
て
い
た

藤
井
市
長
は
一
日
帰
任
、
同
日
市
長
室
で
開
か
れ
た
今
年
は
じ
め
て
の
記
者
会
見

で
次
の
よ
う
に
語
り
ま
し
た
。

寓
二
．

麺
欝
欝
像

・

，

継
続
O
K
の
石
並
区
鋪
装

　　

@　

@　

@　

@
P
R
推
進
で
工
場
誘
致
を

①
東
部
土
地
区
酉
整
理
事
業
に

　
つ
い
て
。

用
地
費
補
償
問
題
も
、
努
力
の

か
い
が
あ
っ
て
見
通
し
は
き
わ

め
て
明
る
い
よ
う
で
す
。

あ
と
は
県
な
ど
と
打
ち
合
わ
せ

を
行
な
い
、
具
体
的
な
事
務
手

続
き
を
い
そ
ぎ
た
い
と
思
い
ま

す
。②
国
道
鋪
装
に
つ
い
て
．

美
々
津
三
遷
地
区
の
道
路
鋪
装

は
、
来
年
度
も
継
続
し
て
行
な

う
こ
と
に
大
体
き
ま
り
ま
し
た

財
光
寺
地
区
の
鋪
装
に
つ
い
て

は
、
来
年
度
の
事
業
と
す
る
に

は
も
う
一
歩
の
運
動
を
要
す
る

よ
う
で
す
。

平
岩
と
ア
ヤ
ベ
不
動
寺
ふ
き
ん

の
改
良
鋪
装
事
業
は
、
三
十
五

年
度
の
事
業
と
す
る
こ
と
は
む

つ
か
し
い
よ
う
で
す
。
人
家
の

多
い
と
こ
ろ
を
優
先
的
に
あ
づ

か
っ
て
い
る
よ
う
で
す
か
ら
、

人
家
の
少
な
い
こ
の
ふ
き
ん
は

む
り
の
よ
う
で
す
。

③
地
方
道
に
つ
い
て

駅
前
広
場
と
宮
交
営
業
所
前
の

道
観
の
鋪
装
が
そ
の
主
な
も
の

で
す
。
こ
れ
は
い
ず
れ
も
新
企

業
で
あ
り
、
三
十
五
年
度
．
予
算

と
し
て
は
、
継
続
事
業
で
な
け

れ
ば
む
り
の
よ
う
で
す
。

特
に
駅
前
広
場
に
つ
い
て
は
、

国
鉄
と
の
接
渉
も
あ
る
こ
と
で

す
し
、
事
務
的
に
よ
り
も
政
治

的
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

④
草
場
～
細
島
線
に
つ
い
て
。

こ
の
線
の
重
要
整
備
事
業
、
八

幡
通
り
線
の
拡
幅
整
備
の
ワ
ク

獲
得
に
つ
い
て
は
、
特
種
な
事

態
で
も
起
ら
ぬ
か
ぎ
り
、
間
違

い
な
く
実
現
で
き
る
と
い
う
見

通
し
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

⑤
学
校
建
築
に
つ
い
て
。

・
西
中
校
舎
継
続
事
業
（
第
三
期

工
事
）
の
見
通
し
は
立
ち
ま
し

た
。
し
か
し
、
さ
ら
に
三
月
か

ら
四
月
に
か
け
て
、
強
力
な
運

動
を
行
な
わ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
日
脚
屋
地
区
東
北
部

に
小
学
校
を
増
設
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
は
っ
き
り
し

た
見
通
し
は
立
ち
ま
せ
ん
。
た

だ
市
と
し
て
、
三
十
五
年
度
に

用
地
買
収
程
度
を
行
な
う
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
．

⑥
エ
場
誘
致
に
つ
い
て
．

上
京
し
て
い
る
聞
に
相
当
数
の

工
場
や
企
業
家
を
訪
問
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
工
場
の
責
任
者

や
企
業
家
た
ち
は
、
設
備
拡
張

と
か
、
新
工
場
の
建
設
と
い
う

こ
と
に
、
経
済
事
情
が
好
転
し

た
影
響
も
あ
ろ
で
し
ょ
う
が
、

か
な
り
意
欲
を
持
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
訪

問
し
た
工
場
の
う

ち
に
は
期
待
で
き

る
も
の
も
何
社
か

あ
り
ま
し
た
。
あ

と
は
県
と
協
力
し

て
、
こ
れ
ら
の
有

能
な
工
場
の
う

ち
、
ど
れ
か
一
つ

に
ね
ら
い
を
つ

け
、
強
力
に
誘
致

運
動
を
す
す
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ど
こ
の
工
場

を
、
と
い
う
こ
と

は
言
え
ま
せ
ん

が
、
今
後
の
努
力

次
第
で
は
見
通
し

も
暗
く
あ
り
ま
せ

ん
。

た
だ
工
場
誘
致
は
、
各
県
各
市

で
立
派
な
適
地
を
造
成
し
、
ど

こ
も
強
力
な
運
動
や
P
R
を
続

け
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
工
場
で

は
、
そ
の
適
地
の
選
定
に
ま
よ

っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。し
た
が
っ
て
手
ば
な
し
で
楽
観

し
た
り
、
安
心
し
た
り
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
悲

観
す
る
こ
と
も
な
い
よ
う
で
す

私
た
ち
は
た
え
ず
県
や
そ
の
他

の
機
関
と
連
絡
を
保
ち
つ
つ
目

標
を
今
、
明
年
中
に
お
い
て
け

ん
め
い
に
努
力
し
て
い
ま
す
の

で
、
地
元
市
民
の
皆
さ
ん
も
、

受
入
態
勢
そ
の
他
に
つ
い
て
、

よ
り
一
そ
う
の
ご
協
力
を
た
ま

わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

宝
典

　
　
　
　
　
　
　
ザ
ホ

酬
ム
膨
蟻
肥
動
〆

擁
へ
’
、
’
臥
ざ
》
　
瞬
・
℃
h
・

〇
十
二
月
二
十
六
日
付

カ
ッ
コ
内
は
旧
任
。

▽
企
画
室
次
長
（
商
工
水
産
課

商
工
係
長
）
高
山
一
▽
商
工
水

産
課
長
（
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
長
）
林
利
春
▽
岩
脇
支
所

長
（
商
工
水
産
課
長
）
西
山
慶

治
▽
養
老
院
長
（
岩
脇
支
所
長
）

児
玉
袈
裟
市
▽
選
管
事
務
局
長

　
（
総
務
課
企
画
統
計
係
長
）
佐

藤
光
推
▽
企
画
室
企
画
係
長

　
（
総
務
課
）
松
木
国
利
▽
企
画

室
統
計
係
長
（
総
務
課
）
河
野

昭
一
▽
財
政
課
管
財
係
長
（
同

管
財
係
）
鈴
木
重
徹
▽
税
務
課

資
産
係
長
（
同
資
産
係
）
黒
木

義
春
▽
税
務
課
庶
務
係
長
（
同

資
産
係
長
）
児
玉
厚
▽
商
工
水

産
課
商
工
係
長
（
福
祉
事
務
所

庶
務
係
長
）
佐
伯
学
▽
農
林
課

庶
務
係
長
（
消
防
本
部
消
防
司

令
）
田
中
末
政
▽
建
設
課
管
理

係
長
（
市
民
課
公
益
質
屋
係
長
）

中
野
正
臣
▽
会
計
課
出
納
係
長

（
財
政
課
）
広
田
茂
▽
細
島
支

所
係
長
（
総
務
課
庶
務
係
長
）

日
高
祐
二
郎
▽
福
祉
事
務
所
庶

務
係
長
（
建
設
課
管
理
係
長
）

海
野
実
▽
選
管
事
務
局
係
長

（
会
計
課
出
納
係
長
）
石
川
和

彦
▽
市
民
課
公
益
質
屋
係
長

（
財
政
課
管
財
係
長
）
岩
崎
甚

六
▽
総
務
課
人
事
係
長
（
同
人

事
係
）
岸
本
哲
郎
▽
農
林
課
耕

地
係
長
（
同
耕
地
係
）
直
野
義

喜
▽
財
政
課
（
税
務
課
）
主
事

黒
木
基
▽
同
（
建
設
課
）
技
師

黒
木
進
▽
税
務
課
（
農
林
課
）

主
事
甲
斐
正
教
▽
同
（
細
島
支

所
）
主
事
講
辺
孝
子
▽
市
民
課

（
岩
脇
支
所
）
主
事
田
中
チ
エ

ト
▽
同
（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

主
事
河
野
郁
子
▽
衛
生
課
（
市

民
課
）
主
事
中
竹
茂
▽
商
工
水

｝

産
課
（
保
健
課
）
主
事
高
山
宵

士
夫
▽
農
林
課
（
建
設
課
）
捗

師
児
玉
明
義
▽
建
設
課
（
農
歓

課
誹
地
係
長
）
技
師
新
名
悠
▽

同
（
細
島
支
所
）
主
事
黒
木
馨

文
▽
細
島
支
所
（
市
民
課
）
な

事
黒
木
花
子
▽
岩
脇
支
所
（
哩

林
課
）
主
事
児
玉
美
治
▽
幸
職

出
張
所
（
総
務
課
）
主
事
黒
大

和
子
▽
市
営
授
産
場
（
農
業
丞

員
会
事
務
局
）
主
事
黒
木
文
ム
．

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
（
税
尊

課
）
主
事
草
野
恭
子
▽
同
（
衡

生
課
）
主
事
河
野
成
美
▽
保
除

漂
（
総
務
課
）
主
事
寺
原
照
剰

▽
水
道
課
（
会
計
課
）
中
村
手

慣
▽
総
務
吹
（
養
老
院
長
）
†

事
佐
藤
守
人
▽
消
防
本
部
出
職

　
（
財
政
誤
）
技
師
児
玉
寅
芳

▽
企
画
室
（
商
工
水
産
課
）
雇

山
本
準
一
▽
同
（
総
務
課
）
同

佐
藤
倉
一
▽
同
（
財
政
課
）
同

佐
々
木
萬
寿
子
▽
財
政
課
（
建

設
課
）
同
松
岡
史
郎
▽
税
務
諜

　
（
水
道
課
）
同
石
川
緋
鯉
▽
同

（
保
険
課
）
同
黒
木
淳
仁
▽
市

民
課
（
保
険
課
）
同
松
葉
彰
嗣

▽
農
林
課
（
岩
脇
支
所
）
同
黒

木
優
▽
建
設
課
（
市
民
課
）
同

黒
木
政
春
▽
会
計
牒
（
商
工
水

産
課
）
同
盟
平
司
▽
岩
脇
支
所

総
務
課
）
同
戸
高
鈴
子
▽
福
祉

事
務
所
（
幸
脇
出
張
所
）
同
後

藤
房
子
▽
教
育
委
員
会
事
務
局

（
市
民
課
）
同
岸
本
京
子
▽
保

険
課
（
総
務
課
）
同
葦
北
誤
載

▽
同
（
税
務
謬
）
同
渡
辺
照
子

▽
（
同
）
同
黒
木
澄
男
▽
建
設

課
（
水
道
謬
）
同
甲
斐
誠
二
▽

灘
懸
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新
年
に
な
っ
て
か
ら
塩
見
中
村
、
美
々
津
田
の
原
、
庄
手

の
三
地
区
で
宿
政
懇
談
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
の
主
な
も
の
を
次
に
お
頬
ら
せ
し
ま
し
よ
う
。

水
田
だ
け
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
防
　
災
　
営
　
農

　
セ
コ
コ
コ
コ
ロ
ロ
ロ
　
ロ
コ
ロ
ロ

“
中
　
　
泥
目

　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯛

　
炉
I
I
－
o
l
l
l
一
馨
8
1
8
■

▽
一
月
十
四
日
。

【
問
】
小
中
学
校
の
P
T
A
会

費
負
担
が
重
す
ぎ
る
。
義
務
教

育
だ
か
ら
市
で
負
担
す
る
の
が

当
然
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
【
答
】
ご

A
茜1偏

継
5

　
　
‘
縄

騙
　
　
「

響

タ
、

意
見
の
通

り
で
す
。

と
こ
ろ
が

現
在
の
予

算
で
は
不

充
分
な
の

で
、
各
P

T
A
に
負

担
し
て
も

ら
っ
て
い

る
の
が
現

状
で
す
。

し
か
し
、

こ
れ
も
次

第
に
改
め

て
行
き
ま

す
か
ら
も

う
し
ま
ら

く
こ
自
学

と
、
ご
協

力
を
願
い

ま
す
。【
問
】
早

植
水
稲
だ

け
か
防
災

営
農
で
は
な
い
。
も
っ
と
基
本

的
な
も
の
を
堀
り
下
げ
る
へ
き

だ
。
わ
れ
わ
れ
の
考
え
で
は
、

町
に
い
る
人
だ
け
か
都
市
計
画

な
ど
の
利
益
を
受
け
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
自
分
た
ち
の

堤
防
、
農
道
、
橋
梁
を
整
備
す

る
に
は
地
元
負
担
金
を
と
ら
れ

る
。
こ
れ
は
市
で
負
担
す
べ
き

だ
。
用
排
水
、
農
道
を
部
落
で

や
れ
ば
市
で
何
割
ほ
ど
見
る

か
。

【
答
】
防
災
営
農
は
水
田
だ
け

で
な
く
、
畑
も
畜
産
も
で
す
。

つ
ま
り
農
道
そ
の
他
用
排
水
堤

防
も
関
連
さ
し
て
行
く
こ
と
が

防
災
営
農
で
す
。

妻　
　
以
鑑

叢
裂

『
寒
曝

触

一
町
の
・
ン
ク
ー
ト
蓼
に
単

一
す
る
喪
村
地
帯
の
道
の
整
備
の

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
あ
ろ
の
は
こ

説
の
通
り
で
す
。
農
道
整
備
の

重
要
さ
は
わ
か
り
ま
す
が
、
九

千
万
円
の
自
己
資
金
で
は
、
ど

う
し
て
も
補
助
事
業
が
優
先
し

て
ま
い
り
ま
す
。
し
か
し
、
片

寄
つ
た
行
政
の
部
分
は
極
力
改

め
た
い
と
思
い
ま
す
。
部
落
道

の
場
合
、
六
割
が
補
助
、
四
割

が
地
元
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
【
問
】
い
ま
一
級
の
農
地
を
持

っ
て
い
て
も
そ
の
す
ぐ
隣
り
に

家
や
木
が
植
え
ら
れ
、
農
作
物

が
出
来
な
い
時
は
、
等
級
の
格

下
げ
と
か
、
家
や
木
の
処
分
を

し
て
も
ら
え
る
か
。

【
答
】
そ
ん
な
場
合
が
あ
り
ま

し
た
ら
税
務
課
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
税
額
の
考
慮
は
で
き
る

領
々

夢
L

市政は私たちの手で

と
昏
い
ま
す
．
．

【
問
】
塩
見
地
区
こ
は
水
道
管

が
な
い
。
中
村
に
も
水
、
尼
引
い

て
も
ら
わ
な
い
と
火
災
の
と
』
・
、

困
る
。
【
匁
，
】
県
が
い
ま
一
．
百
乃
円
の

予
算
を
組
ん
で
水
路
の
調
査
を

し
て
い
ま
す
．
．
水
、
冠
誤
の
方
で

も
い
ろ
い
ろ
検
訂
し
て
い
ま
す

か
ら
、
そ
の
主
旨
の
陳
情
と
か

請
願
を
し
て
く
だ
き
い
。

独
立
校
に
し
て
ほ
し
い

　
　
　
　
　
　
　
田
の
原
分
校

　
　
ロ
一
重
ロ
夢
更
ロ
三
星
コ
ロ
コ
　
ロ

　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
一
戸
　
の
　
原
・

　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
●
8
1
墨
I
l
O
一
膠
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I
l
醒
　
●

▽
一
月
十
六
日
。

　
【
問
】
田
の
原
は
山
間
の
地
だ

け
に
経
済
が
豊
か
で
な
い
。
部

落
周
辺
の
雑
木
を
払
い
下
げ
て

も
ら
え
ば
椎
茸
を
作
り
た
い
。

財
政
課
で
ぱ
払
下
け
は
条
例
で

競
争
入
札
に
き
ま
っ
て
い
る
と

い
う
．
．
競
争
入
札
で
は
企
業
家

に
太
刀
打
ち
で
き
な
い
。
特
命

入
札
な
ど
の
方
法
は
な
い
か
。

【
答
】
市
有
財
産
特
売
は
問
題

で
す
．
研
究
し
て
み
画
す
、

【
問
】
田
の
原
分
校
を
独
窪
枝

に
し
て
も
ら
い
た
い
．
分
校
は

マ
マ
子
あ
っ
へ
・
い
で
校
k
も
教

頭
も
の
っ
た
に
気
を
出
｝
・
、
な

い
。

【
答
】
学
桟
罰
、
兆
弓
キ
雲
県
の
軍
議

で
す
。
設
置
華
準
は
あ
り
ま
す

が
、
田
の
原
よ
一
瞬
ふ
、
、
な
出
校

も
あ
る
し
、
通
学
距
瀧
も
問
題

は
あ
う
ま
諌
．
一
ん
か
ら
努
力
し
て

み
ま
し
よ
う
．
マ
マ
子
あ
つ
か

い
の
件
は
、
学
校
運
営
上
の
問

題
で
す
か
ら
、
本
校
と
分
校
で

よ
く
話
合
っ
て
く
だ
尊
、
・
い
。

【
問
】
運
動
場
整
地
で
排
水
が

断
た
れ
、
学
校
下
の
田
に
水
が

の
ら
な
い
、
排
水
溝
を
設
け
て

ほ
し
い
。

【
答
一
運
動
場
は
三
十
四
年
変

で
整
地
ず
み
で
す
が
、
あ
と
は

継
続
事
業
で
す
か
ら
部
落
意
見

夢
劉

長
曽
我
部
あ
い
の
氏
（
5
5
）

　
　
　
　
　
　
富
高
西
川
内

抽
象
的
な
表
現
か
と
も
思
い

ま
す
が
、
私
の
ね
が
い
は
、

町
と
村
と
豊
か
に
明
る
く
な

る
よ
う
な
施
策
が
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
道
路
の

整
備
と
か
、
ま
た
、
市
営
そ

，

菜
市
場
の
設
置
に
よ
る
農
匪

経
済
の
強
化
な
ど
で
す
。

次
に
社
会
教
育
振
興
の
た
晒

の
予
算
措
置
を
ね
が
い
、
虻

に
青
少
年
健
全
肯
成
の
た
“

の
施
策
を
強
化
し
て
い
た
が

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

工
場
誘
致
も
一
だ
ん
と
力
み

入
れ
て
い
た
だ
き
、
新
春
レ

と
も
に
日
向
市
に
暖
い
風
の

吹
く
日
が
一
日
も
早
く
訪
れ

る
様
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す

を
ま
と
め
て
、
推
進
委
員
会
で

も
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

ぜ
ひ
作
っ
て
ほ
し
い

農
事
セ
ン
タ
ー

　
「
一
6
1
1
1
書
■
o
聰
－
塵
」

幽
庄
　
　
手
㎜

　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

▽
二
月
二
日
。

【
問
】
市
は
税
金
の
公
平
鼠
架

の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
努
力
を

し
て
い
る
か
。

【
答
】
先
ず
税
金
の
納
ま
ら
な

い
原
因
を
探
っ
て
課
税
客
体
を

正
確
く
把
記
せ
な
は
な
h
ノ
ま
せ

ん
い
ま
眠
采
の
陸
容
を
立
て

直
し
て
そ
の
証
紙
こ
、
5
ら
せ
て

い
ま
す
．
公
平
な
賦
課
と
い
う

こ
こ
に
つ
い
て
は
瓢
（
市
長
）

も
税
引
課
k
に
な
っ
た
つ
も
，

で
心
配
し
’
㌔
い
ま
す
，

【
問
】
市
税
の
一
世
帯
当
り
の

負
担
額
、
市
税
の
中
の
農
村
の

比
率
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

【
答
】
ご
質
問
の
資
料
は
い
ま

あ
り
ま
せ
ん
が
、
三
十
四
年
変

で
、
納
税
者
一
人
当
り
の
税
金

が
四
千
五
百
四
十
八
円
、
市
民

一
人
当
り
に
し
ま
す
と
千
四
百

円
で
す
。
全
国
平
均
は
、
一
人

当
，
り
千
六
百
円
で
す
。

【
問
】
農
林
課
に
技
術
指
導
員

を
増
加
し
て
ほ
し
い
．
．

【
答
】
園
芸
と
畜
産
と
も
う
一

人
は
何
と
か
し
て
技
術
者
を
入

れ
、こ
思
っ
て
い
ま
す
．

【
閂
】
日
知
騒
開
拓
組
合
で
畏

指
導
倉
成
に
当
ら
せ
た
い
一
し
ナ
し

事
セ
ノ
タ
ー
を
準
備
し
て
い
る

帰
て
う
だ
か
。

【
答
】
農
振
法
関
係
の
事
業
費

勲
壕
縞
鶴
濫
四

散
し
て
も
効
果
が
あ
が
ら
な
い

の
で
、
農
事
セ
ン
タ
ー
を
作
っ

た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
た
の
で
す
。
ま
だ
具
体
的

に
ど
こ
に
作
る
と
い
う
線
は
出

て
い
ま
せ
ん
。
市
内
の
農
植

開
拓
農
協
な
ど
と
相
談
を
！

作
り
た
い
と
思
い
ま
す
．

【
問
】
手
手
は
道
路
が
わ
ス

ト
ラ
ン
ク
も
入
れ
な
い
。
消

車
も
入
れ
な
い
で
は
ど
う
に

な
ら
ぬ
。

【
答
】
山
手
、
梶
木
、
亀
鹸

区
は
こ
説
の
よ
う
に
道
路
が

い
よ
う
で
す
。
来
年
度
の
予

こ
は
で
き
る
だ
け
と
り
．
け

い
と
思
い
ま
す
。

【
問
】
庄
手
の
青
年
盾
動
は

く
れ
て
い
る
の
だ
が
団
員
の

が
少
な
い
の
で
青
年
学
級
す

で
き
な
い
。
他
部
落
な
み
に

、
　
，
一
、
　
o

【
答
】
数
は
少
な
く
て
も
壱

の
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
と
り
ヒ

一
て
行
｝
・
た
い
と
思
い
ま
す
。

π
、
．
5
験
9
亀
響
・
．
～
，
．
．
～
・
．
，
9
、
’
㌔
．
魯
．
．
．

噸
ク
私
の
主
張
”
募
集

岬
二
享
以
内
で
住
坂
圧

一山

ｼ
、
年
令
は
、
は
っ
き
一
辞

聞
い
て
く
だ
き
い
・

卍
住
所
、
氏
名
、
年
へ
、
の
な
い

一
も
の
は
掲
載
で
き
ま
野
・
一
ん
、

○

”
国
民
年
金
申
請
を
早
く
”

十
一
月
か
ら
は
じ
ま
っ
た
無
拠

出
制
国
民
年
金
（
福
祉
年
金
）

の
う
ら
、
老
令
と
障
害
の
年
金

証
書
交
付
式
は
一
月
二
十
五
日

巾
役
所
の
講
堂
で
行
な
わ
れ
ま

レ
た
。
し
の
日
証
書
を
交
付
さ
れ
た
人

マ
は
四
百
三
十
三
人
で
、
老
令

佃
祉
年
金
の
第
一
号
は
荒
木
寅

伏
さ
ん
、
障
害
福
祉
年
金
の
第

一
号
は
黒
川
ヨ
ノ
き
ん
で
し

」
。嬉
お
、
こ
の
日
以
後
は
、
年
金

阻
書
が
市
役
所
年
金
係
へ
来
る

証
書
交
付
は
九
六
〇
人

年
金
支
払
は
三
月
か
ら

た
び
に
、
そ
れ
ぞ
れ
差
し
上
げ

て
お
り
ま
す
が
、
す
で
に
交
付

を
受
け
た
人
が
約
九
百
六
十

人
、
た
だ
い
ま
手
続
き
を
申
請

中
の
人
が
百
三
十
人
に
な
っ
て

い
ま
す
。

年
金
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る

人
（
満
七
十
才
以
上
。
障
害
一

級
以
上
。
中
学
生
以
下
の
子
供

の
い
る
母
子
家
庭
）
で
、
年
金

手
続
き
を
す
ま
し
て
い
ら
っ

し
や
ら
な
い
方
も
ま
だ
二
百
五

十
人
ぐ
ら
い
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
係
で
は
見
て
い
ま
す
。

年金証書をもらう人たち

三
月
六
日
ご
ろ
か

ら
、
い
よ
い
よ
年

金
証
書
の
交
付
を

受
け
た
人
に
対
し

て
、
年
金
の
支
払

が
も
よ
り
の
郵
便

局
を
通
じ
て
行
な

わ
れ
る
こ
と
に
な

る
よ
う
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
ま

だ
申
請
の
手
続
き

を
す
ま
し
て
い
ら

っ
し
や
ら
な
い
方

は
早
目
に
手
続
き

を
済
ま
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま

す
。な
お
、
母
子
福
祉

岳
金
証
書
も
届
い
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
母

子
福
祉
年
金
証
書
の
第
一
号
は

黒
木
ト
ク
エ
さ
ん
（
細
島
）
で

す
。

さ

　
美
々
津
商
工
会

美
々
津
地
区
の
商
店
街
で
結
成

し
て
い
る
美
々
津
商
工
同
志
会

総
会
は
、
一
月
十
二
日
、
同
地

区
の
〃
と
転
斗
わ
旅
館
”
で
開
き

市
長
、
助
役
、
市
議
会
議
長
も

出
席
し
て
、
役
員
改
選
し
た
の

ち
、
美
々
津
地
区
の
発
展
策
な

ど
具
体
的
な
問
題
を
い
ろ
い
ろ

と
懇
談
し
ま
し
た
。

な
お
、
会
長
に
は
高
木
力
松
さ

ん
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
．

し
あ
げ
ま
す

軍
人
恩
給
と
引
揚
者
給
付
金

昭
和
二
十
八
年
八
月
一
日
に
恩

給
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
こ
と
で
、
恩
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
る
よ
う
に
な
っ
た
方

は
、
今
年
の
七
月
末
日
で
満
七

年
と
な
り
、
時
効
が
完
成
し
ま

す
の
で
請
求
権
が
な
く
な
り
ま

す
。し
た
が
っ
て
、
旧
軍
人
の
方
や

そ
の
遺
族
、
軍
人
の
経
験
が
あ

る
一
般
公
務
員
と
そ
の
遺
族
な

ど
の
方
で
、
ま
だ
請
求
手
続
の

終
っ
て
い
な
い
方
は
、
な
る
べ

く
早
く
請
求
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
昭
和
二
十
一
年
勅
令
第

六
十
八
号
に
よ
っ
て
恩
給
の
停

止
を
受
け
た
旧
軍
属
の
方
も
同

様
で
す
。

な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
市
民
課

市
民
係
に
直
接
お
聞
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

旧
軍
人
戦
記
者
お
よ
び
傷
病
者

恩
給
未
裁
定
者
な
ど
の
巡
回
指

導
相
談
会
を
、
三
月
十
四
、
十

五
日
の
両
日
、
市
役
所
溝
堂
で

開
き
ま
す
。

ま
だ
恩
給
裁
定
を
受
け
て
い
ら

れ
な
い
方
は
、
せ
ひ
こ
の
機
会

に
相
談
、
ご
指
導
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
引
揚
げ
者
の
皆
さ
ん

や
、
引
揚
げ
者
の
遺
族
の
皆
さ

ん
に
、
国
か
ら
お
金
を
さ
し
上

げ
て
い
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
も

ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
お
金
を
、
引
揚
げ
者
給
付

金
な
ど
と
言
い
ま
す
。
ま
だ
こ

の
給
付
金
を
請
求
さ
れ
な
い
方

が
、
そ
う
と
う
多
数
に
の
ぼ
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の

給
付
金
を
請
求
す
る
権
利
は
、

今
年
の
五
月
十
六
日
で
消
滅
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
そ
の
日
以
後
は
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
こ
の
際
、
給
付
金
の
請
求

を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
こ
の
給
付
金
請
求
手

続
き
の
巡
回
指
導
相
談
は
三
月

九
日
午
前
十
時
か
ら
市
役
所
講

噛

堂
で
行
な
わ
れ
る
予
定
で
す
。

相
談
員
は
県
か
ら
係
員
が
出
張

し
て
来
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
か
ら
、
ま
だ
請
求
し
て
い

ら
れ
な
い
方
は
ぜ
ひ
お
い
で
く

だ
き
い
。

　
靖
国
神
社
参
拝

た
だ
い
ま
市
民
課
で
春
季
の
靖

国
神
社
団
体
参
拝
の
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
ど
の
出
発
は
第
一
班
が
四

月
五
日
、
二
班
が
十
五
日
、
三

班
か
二
十
九
日
、
四
班
が
五
月

九
日
の
予
定
で
す
。

日
程
は
九
日
間
で
す
’
。
参
加
申

込
の
締
切
が
三
月
二
十
五
日
ま

で
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
希
望

の
方
は
早
目
に
市
民
課
の
方
へ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
旅
費
そ
の
幽
く
わ
し
い
こ

と
は
市
民
課
市
民
係
ま
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
寄
　
附

▽
市
内
日
知
屋
柏
田
慶
治
さ
ん

が
亡
母
ケ
サ
さ
ん
（
七
十
五

才
）
の
香
雲
返
し
と
し
て
さ
る

十
日
、
一
万
円
を
市
福
祉
事
務

所
へ▽
先
に
ブ
ラ
ノ
ル
へ
移
住
さ
れ

た
財
光
寺
往
還
区
の
島
山
英
次

郎
さ
ん
が
一
月
十
三
日
、
レ
コ

ー
ド
八
十
九
枚
を
市
福
祉
事
務

所
を
通
じ
て
養
老
院
へ
そ
れ
ぞ

れ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
藏
ま
つ
り

恒
例
の
平
岩
地
蔵
ま
つ
り
は
、

来
る
十
九
、
二
十
の
二
日
間
、

盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

余
興
大
会
や
、
奉
納
相
撲
も
行

な
わ
れ
る
予
定
で
す
。

后
F
年
の
夏
、
耳
翼
の
幹
線
水

一
口
路
の
永
田
地
区
の
燧
道
か

落
ち
た
た
め
、
上
水
道
の
水
が

少
な
く
な
っ
て
一
時
断
水
し
た

こ
と
は
皆
さ
ん
も
知
っ
て
お
ら

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
二
の
陥
落
個
所
を
仮
工

事
で
す
ま
せ
て

い
ま
し
た
が
、

こ
ん
ど
本
工
事

を
す
る
こ
と
に

な
り
工
事
を
急

い
で
い
ま
す
。

ま
す
。
そ
れ
に
は
現
在
皆
さ
ム

が
使
っ
て
お
ら
れ
る
一
日
の
太

の
量
を
二
割
節
減
し
て
い
た
〆

け
ば
断
水
す
る
こ
と
も
な
・
＼

台
所
ま
で
水
が
と
ど
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ま
た
現
在
は
年
中
で
も
一
尋
帽

　
　
　
　
　
気
が
乾
平
し
、
火

節

水

工
事
の
期
間
は
三
月
中
旬
頃
ま

で
の
約
四
十
日
間
で
、
こ
の
期

問
は
耳
川
の
幹
線
水
路
か
ら
来

る
水
が
少
な
く
な
り
、
昨
年
の

夏
と
同
じ
よ
う
に
断
水
や
時
間

給
水
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
な
る
だ
け
水
を
節
約
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

災
の
お
こ
り
易
い

状
態
で
す
か
ら
、

火
の
元
に
充
分
お

気
を
付
け
ら
れ
る

と
と
も
に
、
「
当

分
の
節
約
し
た
水
が
郷
土
を
守

る
非
常
用
水
に
残
る
ん
だ
」
と

言
う
気
持
で
節
水
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。な
わ
三
月
十
六
日
頃
か
ら
完
全

給
水
が
出
来
る
み
こ
み
で
す
。

饅
駒
②

笹
野
西
北
納
視
組
合

「
も
う
こ
こ
四
年
間
、
百
パ

ー
セ
ン
ト
納
税
を
続
け
て
い

ま
す
よ
」
と
、
二
代
目
組
合

長
の
吉
田
浩
太
さ
ん
（
4
2
）

が
笑
い
な

が
ら
語
っ

て
お
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
組
合

に
加
入
し

て
い
る
の

ま
、
十
二

軒
の
十
六

人
。

市
民
税
二
万
八
千
六
百
八
十

円
、
固
定
資
産
税
二
万
八
千

二
百
四
十
円
、
保
険
税
一
万

六
千
六
百
二
十
六
円
が
こ
の

組
合
の
納
入
高
で
す
。

「
成
績
優
秀
で
ね
、
何
回
か

表
彰
を
受
け
た
ん
で
す
よ
」

そ
う
語
る
吉
田
さ
ん
は
ち
よ

つ
と
照
れ
て
い
る
よ
う
で
し

写
真
は
吉
田
さ
ん
。

　

へ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一、一掃虞

　　　　　農・漁家表彰式
さる3日、市役所講堂で市内優良農家（写真上）と優良漁業者

（写真下）の表彰式が行なわれました。優良農家として表彰さ

れたのは、市内奥野区黒木重義さん、梶木区の西田滉さんら

318人で、そのうち奈須利刀さん（奥野）ら258人が農

業まつり入賞者として、また黒木正義さん．（本村）ら23人

が花き展の入賞者として、それぞれ表彰を受けました。

なお、同日午後、江藤道治さん（富島漁協）、柄本秀男さん

（幸脇漁協）、甲斐てるみきん（美々津漁協）ら22人と4

団体が、優良漁業者として晴れの表彰を受けました。

髪
酬．
メ
犀
匁
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朝
鮮
人
帰
国
歓
送
会

十
七
日
に
市
役
所
講
堂
で

市
内
に
長
く
在
住
し
て
い
た
朝

鮮
の
人
々
が
、
日
本
赤
十
字
社

の
仲
介
で
朝
鮮
へ
帰
る
こ
と
に

な
り
、
当
市
で
は
二
月
二
十
一

日
、
第
一
回
の
帰
国
者
十
二
名

が
富
高
駅
か
ら
「
く
に
さ
き
」

号
で
出
発
し
ま
す
。

市
と
し
て
は
こ
れ
を
機
会
に
、

午
後
一
時
か
ら
講
堂
で
行
な
わ

れ
ま
す
。
ま
た
会
式
の
後
余
興

会
な
ど
行
な
わ
れ
ま
す
。
な
お
．

会
に
参
加
希
望
の
方
は
十
五
日

ま
で
に
会
費
五
十
円
を
を
添
え

て
市
民
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
後
帰
国
す
る
人
々
も
含
め
て
｝
日
中
に
そ
の
子
供
の
世
話
が
で

の
歓
送
会
を
、
県
在
生
朝
鮮
人
．
き
な
い
家
庭
の
、
小
学
校
入
学

帰
国
協
会
と
共
催
し
て
行
な
う
一
前
の
子
供
た
ち
。

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
㎜
▽
申
込
み
期
日
。

歓
送
会
は
二
月
十
七
日
（
水
）
「
二
月
十
日
か
ら
二
月
末
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

保
育
所
入
所
受
付
け

▽
入
所
該
当
者
。

両
親
。
保
護
者
が
働
き
に
出
た

り
、
病
気
や
そ
の
他
の
事
情
で

▽
申
込
み
先
冷

市
福
祉
事
務
所
ま
た
は
、
．
市
内

の
各
保
育
所
か
保
育
園
。

　
申
込
み
に
よ
っ
て
、
そ
の
家
庭

の
実
態
調
査
を
行
な
い
、
入
所

す
る
子
供
を
き
め
ま
す
。

　
照
明
コ
ン
ク
ー
ル

商
工
水
産
課
で
は
、
九
電
と
共

催
で
市
内
商
店
（
料
飲
店
を
除

く
）
店
舗
の
照
明
コ
ン
ク
ー
ル

を
、
次
の
と
お
り
行
な
い
ま

す
。▽
二
月
二
十
九
日
ま
で
参
加
申

込
み
の
受
付
け
。

▽
三
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
、

参
加
店
の
指
導
、
啓
発

▽
三
月
十
五
日
、
審
査
会

▽
三
月
二
十
五
日
、
照
明
コ
ン

ク
ー
ル
受
賞
者
表
彰
式
。

な
お
、
入
賞
者
に
は
九
電
所
長

賞
、
照
明
学
会
長
賞
、
市
長
賞

な
ど
が
お
く
ら
れ
る
予
定
で

す
。

結
核
予
防
接
種

▽
十
五
日
、
細
島
支
所
、
細
島

幼
稚
園
（
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
）
▽

十
六
日
、
曾
根
公
民
館
、
日
知

三
面
（
同
）
十
七
日
、
細
島
幼

稚
園
、
細
島
支
所
（
ツ
判
定
・

B
C
G
）
▽
十
八
日
曾
根
公
民

館
、
日
知
屋
小
（
同
）
▽
二
十

二
、
二
十
三
日
市
役
所
講
堂
（

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
）
▽
二
十
四
、

二
十
五
日
、
同
（
ツ
判
定
・
B

C
G
）

　
今
月
の
巡
回
映
画

13

匇
＊
ﾘ
、
1
4
日
本
町
、
1
5
日

上
原
町
、
1
6
日
下
原
町
、
1
7
日

江
良
、
1
8
日
母
子
寮
、
1
9
日
堀

一
方
、
2
0
日
曾
根
、
2
1
日
畑
浦

22

厓
ﾗ
島
西
、
2
3
日
細
島
東
、

24

厲
R
下
、
2
5
日
往
還
、
2
6
日

比
良
、
2
7
日
切
島
山
、

◇

募
集
案
内

◎
県
営
伝
習
農
場
生
徒

▽
資
格
瞳
三
十
五
年
三
月
中
学

校
卒
業
見
込
み
の
者
、
ま
た
は

選
考
日
ま
で
に
満
十
七
才
未
満

の
者
で
農
業
に
従
事
し
て
い
る

者
、
将
来
農
業
に
従
事
せ
ん
と

す
る
者
、
身
体
強
健
で
あ
る
者

▽
応
募
締
切
H
三
月
三
日

▽
選
考
日
1
1
三
月
十
六
日

▽
選
考
場
所
“
日
向
保
健
所

O
東
京
身
体
障
害
者
廠
彙
訓
練

　
所
訓
練
生

▽
資
格
“
満
十
五
才
以
上
の
身

体
障
害
者
で
義
務
教
育
修
了

者
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
じ
程
度

の
学
力
を
有
す
る
も
の
で
す

が
、
精
神
薄
弱
者
、
盲
者
、
内

部
疾
患
お
よ
び
伝
染
性
疾
患
の

も
の
は
除
き
ま
す
。

▽
応
募
締
切
1
1
三
月
五
日

▽
選
考
日
お
よ
び
場
所
1
1
三
月

十
四
日
目
十
五
日
、
東
京
身
体

障
害
者
訓
練
所

◎
国
立
東
京
光
明
寮
生
徒

▽
資
格
一
新
制
中
学
校
（
旧
制

高
等
小
学
校
を
含
む
）
卒
業
、

も
し
く
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の

学
力
を
有
す
る
満
十
八
才
以
上

の
視
覚
障
害
者
で
身
体
障
害
者

手
帳
を
有
す
る
者

ウ
応
募
締
切
、
三
月
十
五
日

▽
選
考
．
三
三
二
十
日
（
書
類

選
考
）

◎
県
立
延
岡
ろ
う
学
校
生
徒

▽
た
だ
い
ま
募
集
・
中
で
す
。
希

望
の
方
は
各
地
区
の
民
生
委
員

の
万
へ
ご
連
絡
く
だ
き
い
。

な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
市
役
所

◇

「
農
林
課
、
ま
た
は
福
祉
事
務
所
・

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
お
金
を
貸
し
ま
す

母
子
世
帯
に
対
し
て
は
、
生

業
資
金
、
事
業
継
続
資
金
な
ど

八
種
類
の
貸
付
制
度
が
あ
り
借

り
受
け
の
希
望
を
つ
の
っ
て
、

県
が
審
査
、
貸
付
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
ど
行
な
わ
れ
る
の
は
児
童

の
卒
業
期
を
控
え
て
、
就
職
の

た
め
の
支
度
資
金
と
高
校
、
大

学
へ
進
学
の
た
め
の
修
学
資
金

に
つ
い
て
の
も
の
で
す
。
希
望

　
剣
道
で
富
中
優
勝

こ
の
ほ
ど
行
な
わ
れ
た
鵜
戸
神

宮
奉
納
の
県
下
中
学
校
剣
道
大

会
に
、
郷
土
代
表
と
し
て
出
場

し
た
富
島
中
学
校
剣
道
部
は
、

見
事
に
三
年
間
連
続
優
勝
を
成

し
と
げ
て
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

同
校
河
野
校
長
先

生
は
じ
め
、
藤
井

市
長
、
田
中
柳
雪

館
々
長
き
ん
た
ち

も
大
喜
び
。
き
つ

そ
ノ
＼
同
校
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
を
先
頭

に
街
頭
行
進
を
行

な
う
や
ら
甘
い
ぜ

ん
ざ
い
を
作
っ

て
、
選
手
の
労

を
ね
ぎ
ら
う
や

西
り
．
：
。

一ニ

阡
N
｝
運
佛
例
優
勝

の
万
は
二
十
五
日
ま
で
に
市
耀

祉
事
務
所
ま
で
お
申
し
込
み
／

だ
さ
い
。

危
険
物
主
任
者
試
験

内
市
で
石
油
類
、
濃
硫
酸
、
捧

黄
、
カ
…
バ
イ
ト
な
ど
取
り
餌

っ
て
お
ら
れ
る
方
は
危
険
物
胸

扱
者
に
な
り
ま
す
か
ら
二
月
一

十
八
日
午
前
八
時
三
十
分
、
扉

岡
の
旭
化
成
ベ
ン
ベ
ル
グ
寄
恐

恐
教
室
で
行
な
わ
れ
る
危
険
桁

取
扱
主
任
者
の
国
家
試
験
を
冴

け
免
許
を
取
っ
て
下
き
い
。

な
わ
く
わ
し
い
こ
と
は
日
向
噛

防
署
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
占

い
。㎜

し
た
同
中
学
剣
道
部
の
選
手
わ

一

ち
は
次
の
通
り
で
す
。

大
将
…
伊
東
保
　
（
二
年
）
劃

将
…
馬
場
英
夫
（
同
）
中
堅
－

山
下
良
孝
（
同
）
二
将
…
宮
甲

一
雄
（
同
）
先
鋒
…
赤
木
一
距

　
（
同
）

　
　
写
真
は
頬
白
剣
道
部

○

○

・


	今年初の記者会見―継続OKの石並区舗装―PR推進で工場誘致を

	水田だけではない―防災営農

	独立校にしてほしい―田の原分校
 
	国民年金申請を早く―証書交付は九六○人年金支払いは三月

	農・漁家表彰式

	朝鮮人帰国歓迎会―十七日に市役所講堂で

	剣道で富中優勝


